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公益大国際学部で「日本手話科目」を開講します

　

私
は
今
年
四
月
に
東
北
公

益
文
科
大
学
（
以
下
「
公
益

大
学
」）
に
着
任
し
ま
し
た
。

私
の
研
究
分
野
は
言
語
学
・

英
語
学
で
す
。
近
年
は
、
他

者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
（
言
語
運
用
）
に
お
い
て

ヒ
ト
が
心
の
中
に
順
次
ど
の

よ
う
に
統
語
・
意
味
構
造
を

創
り
出
し
て
い
る
の
か
、
そ

の
プ
ロ
セ
ス
に
注
目
し
て
研

究
し
て
い
ま
す
。
言
語
運
用

の
プ
ロ
セ
ス
を
完
全
に
捨
象

し
て
ヒ
ト
の
言
語
の
特
徴
を

明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る

Ｎ
ｏ
ａ
ｍ

Ｃ
ｈ
ｏ
ｍ
ｓ
ｋ

ｙ
の
生
成
文
法
理
論
に
対
し

て
、
ヒ
ト
の
文
法
性
判
断
等

の
言
語
の
重
要
特
性
を
解
明

す
る
た
め
に
は
言
語
運
用
の

プ
ロ
セ
ス
に
こ
そ
目
を
向
け

る
べ
き
だ
と
い
う
立
場
を
私

は
取
っ
て
い
ま
す
。

公
益
大
学
就
職
に
あ
た

り
、
特
に
大
学
院
公
益
学
研

究
科
長
の
武
田
真
理
子
先
生

（
専
門

：

社
会
政
策
、
福
祉

ま
ち
づ
く
り
）
か
ら
公
益
大

学
の
使
命
等
に
関
し
て
大
変

丁
寧
で
詳
し
い
説
明
を
頂

き
、「
い
つ
の
日
か
公
益
大

学
で
日
本
手
話
科
目
を
開
設

し
た
い
。
ヒ
ト
の
言
葉
に
は

英
語
や
日
本
語
の
よ
う
な
健

聴
者
の
話
し
言
葉
だ
け
で
な

く
、
ろ
う
者
の
言
語
で
あ
る

手
話
も
あ
り
、
手
話
は
言
語

の
豊
か
な
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

の
大
切
な
一
部
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
庄
内
か
ら
も
全
国

に
発
信
し
た
い
」
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

実
は
私
は
米
国
コ
ネ
チ

カ
ッ
ト
州
立
大
学
大
学
院
に

留
学
し
て
い
た
時
に
ア
メ
リ

カ
手
話
に
出
会
い
、
次
の
よ

う
な
こ
と
を
学
び
、
衝
撃
を

受
け
、
ア
メ
リ
カ
手
話
の
音

韻
論
に
関
す
る
修
士
論
文
を

執
筆
し
ま
し
た
。
⑴
ア
メ
リ

カ
英
語
（
話
し
言
葉
）
と
ア

メ
リ
カ
手
話
は
全
く
異
な
る

文
法
構
造
を
持
つ
、
⑵
ア
メ

リ
カ
英
語
（
話
し
言
葉
）
と

イ
ギ
リ
ス
英
語（
話
し
言
葉
）

は
発
音
に
こ
そ
多
少
の
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
は
あ
る
が
、
文

法
構
造
に
は
ほ
と
ん
ど
違
い

は
な
い
。
し
か
し
ア
メ
リ
カ

手
話
と
イ
ギ
リ
ス
手
話
は
語

順
等
も
著
し
く
異
な
り
、
全

く
異
な
る
文
法
構
造
を
持

つ
、⑶
日
本
語
（
話
し
言
葉
）

と
日
本
手
話
も
文
法
構
造
が

全
く
異
な
る
、
⑷
ヒ
ト
は
話

し
言
葉
を
使
う
際
に
は
、
心

の
中
に
あ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
等

を
発
音
器
官
を
使
っ
て
出
力

し
、
聴
覚
器
官
を
使
っ
て
入

力
す
る
一
方
、
手
話
を
運
用

す
る
際
に
は
、
心
に
あ
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
等
を
手
指
、
体

の
動
き
、
顔
の
表
情
を
使
っ

て
出
力
し
、
視
覚
器
官
を

使
っ
て
入
力
す
る
、
⑸
つ
ま

り
、
話
し
言
葉
と
手
話
は
そ

れ
ぞ
れ
独
自
の
特
性
を
持
っ

て
い
る
も
の
の
、
ヒ
ト
の
心

の
中
に
あ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
等

の
や
り
取
り
の
際
に
使
う
身

体
器
官
が
異
な
る
だ
け
で
、

同
等
の
言
語
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
用
い
る
、
同
等
の
人
間
言

語
で
あ
る
。

日
本
手
話
科
目
開
設
の
た

め
に
は
各
種
委
員
会
、
学
部

長
、
学
長
へ
の
相
談
、
更
に

講
師
探
し
な
ど
、
実
現
ま
で

に
は
数
年
か
か
る
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
覚
悟

を
決
め
早
速
、
武
田
先
生
に

相
談
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
日

の
う
ち
に
武
田
先
生
が
神
田

学
長
に
伝
え
て
下
さ
り
、
そ

の
約
一
週
間
後
に
は
来
春
新

設
さ
れ
る
国
際
学
部
の
た
め

の
会
議
で
科
目
開
設
の
た
め

の
講
師
を
探
す
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

私
に
は
秋
田
市
ろ
う
あ
協

会
に
知
り
合
い
の
先
生
が
い

る
も
の
の
、
可
能
な
ら
ば
庄

内
で
と
、武
田
真
理
子
先
生
、

澤
邉
み
さ
子
先
生
（
専
門

：

障
害
者
福
祉
）、
白
畑
真
由

美
先
生
（
専
門

：

児
童
・

家
庭
福
祉
）
が
連
携
、
協
力

し
て
下
さ
り
、
澤
邉
先
生
が

数
日
の
う
ち
に
庄
内
地
方
在

住
の
先
生
（
ろ
う
者
）
と
公

益
大
学
大
学
院
公
益
学
研
究

科
修
了
生
で
手
話
通
訳
士
の

先
生
（
健
聴
者
）
を
探
し
て

下
さ
い
ま
し
た
。
更
に
澤
邉

先
生
は
自
身
が
要
と
な
り
3

人
で
日
本
手
話
科
目
を
担
当

し
て
下
さ
る
計
画
の
シ
ラ
バ

ス
も
作
成
し
て
下
さ
い
ま
し

た
。
東
京
大
学
、
慶
應
義
塾

大
学
で
も
日
本
手
話
科
目
を

開
講
し
て
い
ま
す
が
、
私
が

知
る
限
り
、
こ
の
よ
う
に
理

想
的
な
教
員
3
人
体
制
で
日

本
手
話
を
教
え
て
い
る
大
学

は
現
時
点
で
日
本
に
一
つ
も

あ
り
ま
せ
ん
。

私
は
科
目
開
設
を
提
案
し

た
だ
け
で
恐
縮
す
る
ば
か
り

で
す
が
、
来
年
度
日
本
手
話

科
目
を
開
講
で
き
る
こ
と
と

な
り
、
学
長
、
研
究
科
長
、

教
員
、
事
務
職
員
の
公
益
へ

の
思
い
入
れ
の
強
さ
と
一
丸

と
な
っ
て
実
行
に
移
す
力
に

誇
り
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

将
来
は
私
も
日
本
手
話
科
目

の
た
め
に
自
分
に
で
き
る
こ

と
を
し
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
同
様
日
本
で
も
「
手
話
を

公
用
語
と
す
る
」
流
れ
を
公

益
大
学
か
ら
生
み
出
す
一
助

に
な
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

公益の風 #51

東北公益文科大学　教授
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写真は神経内科医
Oliver Sacks による
Seeing Voices:A 
Journey into the 
World of the Deaf
（『声を見る：ろう者の
世界への旅』、1989
年）の表紙です。ア
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